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論文内容の要旨
作用素代数(作用素環)の加法構造と乗法構造の聞には密接な関係があり，本論文の目的は種々の作
用素代数に於ける全体の乗法構造と加法構造，更には線形構造との関係を明らかにする事である。まず
第 O 章では最も一般的な形で.. 2 つの代数(必ずしも結合的な積を仮定しない)の聞の積に関する全射
的同形写像は自動的に代数同形写像か?"を基本的な問題として設定し，乙の問題が無条件では成立し
ない例を挙げる。然し乙の問題は多くの重要な作用素代数について適当な条件のもとで肯定的であり，以
下の章で順次考察される。第 1 章では半群同形写像と呼ぶ結合的代数(結合的積により代数全体は半群
となる)から他の代数への積に関する全射的同形写像について考察し，次の 4 つの結果を得る o 第 1 は
単位元と n x n (n ミ 2) の行列単位を持つ結合的代数から他の代数への半群同形写像は加法的で、ある
事(定理1. 2. 5) ，第 2 は単位元を持つ n x n (n 詮 2) の行列単位を持つ C三代数Mから他の C* 一
代数Nへの*ー演算を保存する半群同形写像( *一半群同形写像)は実線形かつ等距離的で、あり， Mの
中心射影元 eo が一意に存在し， Meo 上で線形であり， M(l- e o) 上で共役線形である事(定理
1. 3, 6) ，第 3 は可換な直和因子を持たないAW* 一代数から他のAW ホ一代数への*一半群同形写像
について定理1， 3, 6 (上記)と同様の結論が得られる事(定理1. 3, 7) ，最後に可換なAW 本一代数の
場合，連続性を仮定しても加法的でないホ一半群同形写像が存在している(例 0.2) が，更にゆ (1 + 
1) =ゆ (1)+ ゆ (1)を仮定すると定理 1 ， 3.6 (上記)と同様の結論が得られる事(定理1， 4, 5 )等である。
第 2 章では Jordan 写像(狭い意味での)と呼ぶある C*一代数Mから他の結合的代数Nへの特別 Jordan
積 (x 0 y= す (xy+y x) )に関する全射的同形写像について考察し，次の 2 つの結果を得る o 第 1 は
Mが n x n (n 孟 2 )の自己共役な行列単位を持てばMから Nへの Jordan 写像は加法的である事(定
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理 2， 2 ， 5)，第 2 はMが直和因子を持たないAW*一代数， Nを C*一代数とすると MからNへの*一演算を保存
するJordan写像に対して， Mの中心射影元 e 1 ， e 2, e 3 ，れ (L ei= 1 )が存在し， Mel 上では線形か
っ結合的積に関して*一環同形写像， Me2 上では線形かっ*一環反同形写像， Mh 上では共役線形か
っ*一環同形写像 Me4 上で、は共役線形かつ*一環反同形となる事(定理 2， 3 ， 7) 等である。第 3 章で
は Jordan 写像(広い意味での)と呼ぶある Jordan 代数Mから他の Jordan 代数Nへの積に関する全
射的同形写像について考察し，次の 3 つの結果を得る。第 1 はMが単位元と n 次 (n 孟 4) の対角単位
を持つ実 Jordan 代数ならばMから Nへの Jordan 写像は加法的である事(定理 3， 4 ， 6) ，第 2 はM ，
Nが JB代数でMが単位元と n 次 (n 孟 2) の対角単位を持てばMから Nへの Jordan 写像は線形であ
る事(定理 3， 5 ， 2) ，第 3 はMが JBW代数， Nが JB代数で， Mが結合的な直和因子を持たなければ
Mから Nへの Jordan 写像は線形である事(定理 3， 5 ， 3) 等である。乙の最後の結果は結合的な直和因
子を持たない JBW代数の代数的構造は乗法構造lとより一意的に決定されてしまうことを示している。
論文の審査結果の要旨
作用素環の物理学における応用には，積がとくに重要な意味をもっている。二つの作用素環において，
それが一対一対応をしており かっ積どうしが互いに対応するとき 線形演算も自然に対応するのでは
ないか，という乙とについて，過去においていろいろな研究があるが，著者は最も一般な形で，この研
究に最終的な結着をつけた。すなわち， M, N が C* 環で一対一対応をしており，かついずれか一方が
n 次 (n 孟 2) の行列単位をもてば，その対応が積ならびに*演算を保存するならば，それは係数を実
数とした線形演算を保つ。また，一つの中心射影作用素が定まり， Meo では同形， M( 1-eo )では共
役同形となることを示している。
また，作用素環の中のエルミート作用素だけに注目するという意味で， ジヨルダン積xoy=tw
キyx)が用いられる乙とも多い。著者は，二つのAW 環において，ジョノレ夕、、ン積と*演算を保存する対
応について，上と類似の定理を証明している。
さらに，一般に，ジヨルダン環どうしの間でも，適当な条件のもとに類似の結果の成立を示している。
以上のように，本論文は，作用素環の理論において，一連の議論に最終的結論を与えたものであり，
学位論文として価値あるものと認める。
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